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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
来
年
の
新
成
人
に
該
当
す
る

方
は
、
平
成
七
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
八
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
当
日
は
式
典
の
ほ
か
、
地
区

ご
と
に
思
い
出
に
残
る
記
念
行

事
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
来
年
１
月
10
日
㈰
　

　
11
時
30
分
〜
（
受
け
付
け
開

　
始
は
10
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ
　
市
内
13
会
場
（
左

　
表
参
照
）

○
案
内

　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

に
は
、
今
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で

案
内
し
ま
す
。
学
生
な
ど
で
本

市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
も
出

席
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ガ
キ

で
案
内
さ
れ
た
以
外
の
地
区
に

出
席
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
い
ず
れ
も
出
席
を
希
望
す
る

地
区
の
担
当
公
民
館
へ
、
十
二

月
一
日
㈫
以
降
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※

車
椅
子
を
利
用
す
る
な
ど
、

　
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す

　
る
場
合
は
、
事
前
に
担
当
公

　
民
館
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
市
税
は
重
要
な
財
源
で
す

　
市
の
本
年
度
の
当
初
歳
入
予

算
は
、
約
千
五
百
四
十
二
億
円

で
、
そ
の
う
ち
市
税
は
約
四
百

八
十
五
億
円
と
な
り
、
予
算
全

体
の
三
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
、
最
も
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
な
ど
の
収
入
は
、
道
路

や
公
園
の
整
備
、
ご
み
処
理
、

消
防
、
福
祉
の
充
実
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
く

た
め
、
納
税
へ
の
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

　
平
日
に
時
間
的
余
裕
の
な
い

方
の
利
便
を
図
る
た
め
、
休
日

納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き
　
11
月
29
日
㈰
　
９
時

　
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
同
課
、
小
名
浜
・

　
勿
来
・
常
磐
・
内
郷
・
四
倉

　
の
各
税
務
事
務
所

▼
内
容
　
税
の
納
付
や
納
付
方

　
法
の
相
談
、
納
付
書
の
再
発

　
行
な
ど

※

同
週
間
の
テ
ー
マ
「
税
の
役

　
割
と
税
務
署
の
仕
事
」
に
つ

　
い
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ

　
　
　
　
　
　
で
紹
介
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
徴
収
企
画
係

　
☎
22
・
７
4
2
4

平成28年成人式
へどうぞ

来年１月 10 日㈰は

　
（https

：//w
w
w
.nta.

go.jp/kohyo/katsudou
/w
eek/

）

平
成
27
年
度
税
に
親
し
む
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
最
優
秀
賞

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
ん
ち
ぇ

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
い
わ
き
を
支
え
っ
ぺ

　
　
　
　
　
一
般
の
部
　
斎
藤
真
弓
さ
ん
（
内
郷
）

納
め
よ
う
　
明
る
い
未
来
は
　
君
の
手
で

　
　
　
　
　
生
徒
の
部
　
箱
﨑
香
菜
子
さ
ん
（
藤
間
中
）
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友人との再会を喜ぶ新成人（平成27年成人式）

アリオス

パレスいわや

八幡台やまたまや

ホテルハワイアンズ・ラピータ

クレールコート

いわき海浜自然の家

上遠野公民館

草野心平記念文学館

好間公民館

三和ふれあい館

田人ふれあい館

川前公民館

久之浜中学校

中央公民館　 ☎22‒5431

小名浜公民館 ☎54‒1890

植田公民館　 ☎63‒3467

常磐公民館　 ☎43‒2305

内郷公民館　 ☎26‒2974

四倉公民館　 ☎32‒2920

上遠野公民館 ☎89‒2059

小川公民館　 ☎83‒2168

好間公民館　 ☎36‒2050

三和公民館　 ☎86‒2204

田人公民館　 ☎69‒2226

川前公民館　 ☎84‒2003

久之浜公民館 ☎82‒2165

　 平 　

小 名 浜

勿 　 来

常 　 磐

内 　 郷

四 　 倉

遠 　 野

小 　 川

好 　 間

三 　 和

田 　 人

川 　 前

久之浜・大久

地　区 会　　場 担当公民館の連絡先

税
を
考
え
る
週
間
（
11
／
11
〜
17
）

　
清
水
市
長
は
、
避
難
所
機
能

の
強
化
を
図
る
た
め
、
八
月
十

八
日
に
、
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
い

わ
き
支
部
と
応
援
協
定
を
締
結

し
、
災
害
時
に
は
、
炊
き
出
し

や
暖
房
用
燃
料
と
し
て
活
用
で

き
、
市
内
各
所
に
備
蓄
さ
れ
て

い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
を
、
迅
速

に
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
と

「
放
射
線
対
策
の
取
り
組
み
に

係
る
連
携
協
力
」
に
つ
い
て
、

八
月
十
九
日
に
合
意
に
達
し
、

九
月
二
日
に
福
島
復
興
支
援
本

部
い
わ
き
出
張
所
が
、
内
郷
支

所
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
同
出
張
所
に
よ
る
、
講
演
会

の
開
催
や
情
報
発
信
、
市
が
実

施
す
る
放
射
線
対
策
の
取
り
組

み
へ
の
科
学
的
・
技
術
的
な
助

言
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し

た
。

○
い
わ
き
市
こ
ど
も
元
気
セ
ン

　タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
の
た
め
の
相
談

や
、
交
流
機
能
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
来
年
四
月
の

供
用
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め

て
い
る
「
こ
ど
も
元
気
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
お
よ
び
管
理
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
体
育
施
設
条
例
の

　改
正
に
つ
い
て

　
い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
隣
接
地
で
整
備
を
進

め
て
い
る
多
目
的
運
動
場
と
、

新
舞
子
ハ
イ
ツ
の
既
存
の
ヘ
ル

ス
プ
ー
ル
等
体
育
施
設
お
よ
び

新
た
に
整
備
さ
れ
る
人
工
芝

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
を
、
同
条
例

に
位
置
付
け
た
上
で
管
理
運
営

す
る
と
と
も
に
、
来
年
八
月
に

本
市
で
開
催
予
定
の
Ｕ-

15
野

球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
と

な
る
、
南
部
ス
タ
ジ
ア
ム
の
人

工
芝
化
に
伴
い
、
使
用
料
を
改

定
す
る
な
ど
の
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
川
部
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
蛭
田
利
一
（
再
任
）

○
磐
崎
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
木
田
恭
行
（
再
任
）

・
磯
上
正
巳
（
新
任
）

・
吉
田
直
敬
（
新
任
）

主な補正予算
▶南部清掃センター長寿命化事業費＝19億900万円
▶工場等立地奨励金＝１億4,075万円
▶看護師等養成所施設整備費補助金＝１億163万円
▶市営住宅借地返還促進モデル事業費＝8,617万２千円
▶森林整備加速化・林業再生事業費＝6,994万３千円
▶復興道路整備事業費（福島再生加速化交付金分）＝3,000万円
▶有害鳥獣駆除事業費＝1,835万８千円
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市
長
か
ら
の
行
政
報
告

主
な
議
案

市
議
会
９
月
定
例
会
を
開
催

福島復興支援本部いわき出張所

旧植田児童館跡地に整備中の、
こども元気センター

　い
わ
き
市
議
会
九
月
定
例
会
が
九
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
い
わ
き
市
こ
ど
も
元
気
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
の
ほ
か
、
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
総
額
百
五
億
八
千

九
百
八
十
五
万
三
千
円
に
上
る
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
四
十
九
議
案
が
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
二
十
六
年
度
決
算
関
連
の
十
八
議
案
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。


